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常田賢一

差
は
あ
る
が
、
仙
台
平
野
の
海
岸
、
千
葉
県
の
旭
海
岸

の
調
査
か
ら
可
能
性
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ

れ
ら
は
分
散
し
な
い
で
海
岸
に
近
い
最
前
線
に
集
約
す

る
と
、
背
後
の
産
業
・
農
地
エ
リ
ア
の
有
効
利
用
が
図

れ
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
は
レ
ベ
ル
一
相
当
の
防
潮
施
設

と
し
て
考
え
て
も
よ
い
。
最
良
策
は
、
津
波
を
海
に
封

じ
込
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
レ
ベ
ル
一
の
対
策
は
こ
の

考
え
で
あ
る
。
例
え
ば
、
海
岸
の
自
然
由
来
の
崖
は
、

多
少
侵
食
さ
れ
る
が
津
波
を
阻
止
し
て
い
る
。
砂
丘
を

調
べ
た
が
、
侵
食
は
僅
か
で
あ
る
。
な
お
、
盛
土
に
よ

る
津
波
対
策
の
先
進
的
な
効
果
事
例
と
し
て
、
和
歌
山

県
の
広
村
堤
防
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
視
点
三
は
、
特
に
レ
ベ
ル
一
を
超
え
る
津

波
対
策
の
目
標
の
明
確
化
で
あ
る
。
防
潮
堤
が
破
壊
さ

れ
な
い
こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
、
補
完
構
造
を
含
め
て
、

何
を
ど
こ
ま
で
守
護
す
る
か
、
で
き
る
か
、
各
対
策
の

防
潮
性
能
の
明
示
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
対
策

が
活
き
て
く
る
。
こ
の
度
の
被
災
後
の
状
況
を
鑑
み
る

と
、
守
護
の
対
象
を
「
木
造
住
宅
」
と
し
、
そ
れ
が
「
流

さ
れ
な
い
こ
と
」
を
目
標
に
で
き
る
と
よ
い
。
ち
な
み

に
、
レ
ベ
ル
二
で
は
家
屋
の
流
出
が
前
提
に
あ
る
。

　
以
上
の
視
点
は
、
避
難
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
安

全
」
は
得
ら
れ
る
が
、「
安
心
」
は
得
ら
れ
ず
、
復
旧
、

復
興
が
容
易
な
程
度
の
資
産
、
財
産
の
被
害
レ
ベ
ル
に

津
波
を
抑
制
で
き
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
を
き
ち
ん
と
位
置
付
け
、
実
行

す
る
こ
と
が
、
国
土
の
創
出
・
保
全
を
担
う
建
設
分
野

の
関
係
者
、
関
係
機
関
の
役
割
で
は
な
い
か
と
思
う
。

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、
津
波
に
対
す
る

注
意
が
強
く
喚
起
さ
れ
た
が
、
現
地
調
査
結
果

に
推
論
を
交
え
て
、
思
う
と
こ
ろ
を
雑
観
し
た
い
。

　
復
興
構
想
で
は
津
波
対
策
を
レ
ベ
ル
一
と
レ
ベ
ル
二

に
分
け
て
い
る
が
、
前
者
で
は
津
波
の
越
流
、
浸
水
は

さ
せ
ず
、
後
者
で
は
越
流
が
前
提
に
あ
る
。
こ
こ
で
、

ハ
ー
ド
対
策
で
は
、
前
者
で
は
既
往
の
防
潮
堤
な
ど
で

対
応
し
、
後
者
で
は
越
流
に
対
し
て
粘
り
強
い
防
潮
堤
、

防
災
緑
地
や
道
路
盛
土
な
ど
の
多
重
防
御
、
高
台
造
成

な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
安
全
か
つ
安
心
な
津
波
対
策
の
具
体
化
お

よ
び
効
果
発
現
の
た
め
に
、「
津
波
の
連
続
性
の
認
識
」

「
多
様
な
防
潮
機
能
の
活
用
」
お
よ
び
「
津
波
対
策
の
目

標
明
示
」
の
三
つ
の
視
点
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
、
視
点
一
で
は
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
が
ど
う
想
定

さ
れ
る
か
注
視
さ
れ
る
が
、
地
震
、
地
震
動
、
津
波
は
、

本
来
、
連
続
的
な
現
象
で
あ
る
の
で
、
両
レ
ベ
ル
の
中

間
事
象
の
発
生
も
あ
り
得
る
。
そ
れ
を
認
識
す
る
と
、

視
点
三
で
の
目
標
が
明
確
に
な
り
、
よ
り
効
果
的
か
つ

経
済
的
な
対
策
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
レ

ベ
ル
一
を
超
え
た
レ
ベ
ル
二
ま
で
は
、
高
台
移
転
ま
で

の
過
渡
状
態
と
位
置
付
け
、
地
域
に
応
じ
た
重
み
付
け

で
ハ
ー
ド
対
策
も
併
用
し
、
柔
軟
に
対
応
す
る
。
こ
の

場
合
の
ハ
ー
ド
対
策
は
、
津
波
高
に
応
じ
た
防
潮
堤
な

ど
を
補
完
す
る
防
潮
構
造
に
よ
る
。

　
ま
た
、
視
点
二
は
補
完
構
造
に
関
わ
る
が
、
防
潮
堤

以
外
の
盛
土
構
造
、
水
路
・
水
域
、
防
潮
林
な
ど
の
防

潮
機
能
を
活
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
防
潮
機
能
に
大
小
の

東

安全かつ安心な津波対策のために


